
様式2

まちづくり交付金 事後評価シート

飯岡地区

平成２１年３月

栃木県塩谷町



様式２－１ 評価結果のまとめ
都道府県名 面積 235 ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当 初
変 更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり -

なし -

あり -

なし -

あり
なし
あり
なし
あり
なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

４）定性的な効果発現状況

●

●

交付対象事業費 国費率平成16年度～20年度 平成20年度事後評価実施時期

栃木県 市町村名 塩谷町

その他の
数値指標２

地区名

事業名

公園（塩谷町総合公園［駐車場］）

まちづくり活動推進事業（まちづくり協議会運営支援事業）

数 値

平成 16 年度 ～ 平成 20 年度

平成 年度 ～ 平成 年度

475百万円

飯岡地区

町道玉生・芦場線、町道芦場・大宮線、町道長峰・佐貫
線、町道天頂工業団地線の４路線の道路整備により、
幅員の拡幅や計画的に照明設置が行なわれ、危険箇
所が減少し防犯性が向上した事や総合公園整備・公園
利用促進イベントによる間接効果により、自転車・歩行
者通行量の増加につながった。

テニスコートの全天候型（運動施設）、観覧席及び連絡
用通路（多目的広場）の整備をするとともに、幅広い時
間利用出来るよう夜間照明施設を設置した効果により
利用増進が進んだ。
また、町民健康づくり・スポーツへの参加を目的とした公
園利用促進イベントを開催したことによる地域住民の交
流の場が生まれ利用者増につながった。

H21年5月頃

指標５

その他の
数値指標1

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

今後の対応方針等

-モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

地元自治区での意見交換会を実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

さらに充実した管理組織の構築に向け、引き続き働きかけていく。また、まちづく
り活動のリーダーの育成を図り、活動の強化を図っていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

地元自治区を中心とした管理組織の構築
まちづくりに対する積極的な活動を推進
まちづくりの担い手を育成

引き続き、意見交換会を実施し、地域内の安全対策・防犯対策の充実を図ってい
く。

交付期間
の変更

なし

新たに追加し
た事業

なし

事業活用調査（今後のまちづくり検討調査）、
まちづくり活動推進事業（公園施設利用促進イベント）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

他の手法により活動を支援したため、事業中止 影響なし

影響なし

-

５）実施過程の評価

・町道整備、総合公園整備にあたり、まちづくり協議会、学校内組織を中心に、地域住民のまちづくりへの取り組み方が大きく向上し、町との協力関係が向上した。
・道路照明設置による通学路の安全性はもとより、地域内の犯罪抑止効果が向上し、地域住民の安全・安心に関する意識が高まった。
・公園多目的広場及び運動施設の夜間照明施設設置により幅広い時間帯での利用が可能となり、施設利用者の増加につながったことから、スポーツ愛好者の満足度は高くなり、住民の健康づくりに対する意識が向上した。

その他の
数値指標３

H21年5月頃

町道玉生・芦場線、町道芦場・大宮線、町道長峰・
佐貫線、町道天頂工業団地線の４路線の道路整
備により、幅員の拡幅や計画的に照明設置が行な
われ、危険箇所が減少し防犯性が向上した。

％ - -

効果発現要因
（総合所見）

数 値

80
３）その他の数値指標

（当初設定した数値
目標以外の指標）に
よる効果発現状況

指 標
従前値 目標値

通学路の道路照明設置に
対する生徒・保護者の満足
度

指標1

指 標

指標２

指標４

指標３

○

H21年5月頃

総合公園利用者 人/年 4,000 H15 7,000 H20

H20

フォローアップ
予定時期

-

今後のまちづくりを検討する事後評価資料作成の追加、
町民の健康づくり、スポーツへの参加を目的としたイベントの開催費
の追加

目標
達成度

○

影響なし

1年以内の
達成見込み

700

効果発現要因
（総合所見）

２）都市再生整備計画
に記載した目標を
定量化する指標
の達成状況

従前値 目標値

歩行者・自転車通行量 人・台/日 30 H15 700

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

１）事業の実施状況

隣接する施設の駐車場において、必要な駐車場を確保出来るため、
新設の駐車場については事業中止

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路（町道玉生・芦場線、町道芦場・大宮線外、町道長峰・佐貫線、町道天頂工業団地線）、公園（塩谷町総合公園［運動施設、多目的広場］）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-

18,000



様式２－２ 地区の概要

単位：人・台/日 30 H15 700 H20 700 H20

単位：人/年 4,000 H15 7,000 H20 18,000 H20

飯岡地区（栃木県塩谷町） まちづくり交付金の成果概要

従前値 目標値 評価値

大目標：安全で健康志向のまちづくり
目標１：だれもが安心して暮らせるまちづくり。
目標２：生活拠点、にぎわいの再生による健康志向のまちづくり。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

総合公園利用者数

歩行者・自転車通行量

○関連事業

国道461号交通安全施設整備事業

○関連事業

国道461号船生バイパス整備事業

■基幹事業

道路 芦場･大宮線外

歩道新設（片側→両側）

L=50m,W=2.5m

■基幹事業

道路 町道玉生･芦場線

道路及び休憩施設

L=2,700m,W=5.0m

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・通学路の安全性の向上 通学路の安全確保や、不審者対策として安全向上に努める必要があり、自主防犯活動組織や地元住民によるパトロールのさらなる促進によって安全向上を図る取組みを推進する。
・通学路の未着手区間の早急な整備 通学路の整備が未着手の路線がまだあり、さらなる安全性の向上のため、道路幅員の拡幅及び歩道整備、計画的な道路照明設置を行う。
・総合公園・中学校の維持管理体制の強化 地元行政区・中学校内組織の連携を強化し、さらに充実した維持管理体制の構築に向けて支援して行く必要があり、地元行政区や隣接中学校生徒・保護者を対象とした公園愛護会の設立
に向けた取組みを推進する。
継続的なイベントの開催 単発的なイベントではなく 今後も継続的に利用促進イベントを開催していく また 行政主導のイベントではなく 官民協働イベントの増加及び住民独自のイベントの開催を推進していく

まちの課題の変化
・町道整備により、幅員の拡幅、道路照明（防犯灯）の設置が図られ、防犯面での改善が進んだ。
・総合公園（運動施設・多目的広場）の整備により幅広い利用時間になったことから、多くの住民による利用増進が図られた。
・総合公園の役割を再認識し、利用者増加に伴う休憩施設・遊技施設の充実や夜間における公園内の防犯対策が必要となった。

□提案事業

事業活用調査 今後のまちづくり検討調査

事業効果分析資料作成

□提案事業

まちづくり活動推進事業 公園施設利用促進イベント

スポーツイベント開催補助

○関連事業

地方特定道路整備事業 町道芦場・大宮線

○関連事業

塩谷統合中学校建設工事

■基幹事業

公園 塩谷町総合公園(多目的広場)

夜間照明施設 8基

観覧席改築 A=700㎡

連絡通路改築 A=500㎡

■基幹事業

道路 天頂工業団地線

道路改築

L=250m,W=6.5m

■基幹事業

公園 塩谷町総合公園（運動施設）

全天候型化 3面

夜間照明施設 6基
■基幹事業

道路 長峰･佐貫線

道路改築

L=200m,W=5.0m

（改善策を含む） ・継続的なイベントの開催 単発的なイベントではなく、今後も継続的に利用促進イベントを開催していく。また、行政主導のイベントではなく、官民協働イベントの増加及び住民独自のイベントの開催を推進していく。
・総合公園の役割を強化及び夜間の防犯対策 利用者増に伴い、総合公園の位置づけを再認識し、休憩施設・遊具施設の充実を図る。また、夜間利用者の安全性を確保する観点から、防犯対策の充実を図る。
・持続的なまちづくり まちづくりの先導的な役割を担うリーダーを育成する必要があり、地元行政区によるまちづくり委員会を核とし、さらに多様なまちづくり活動を展開する充実した活動組織の体制を構築する取り組みを推進する。


